
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一

方
、
地
方
の
医
師
不
足
は

全
国
的
な
共
通
課
題
。

問　
地
域
医
療
の
充
実
に

つ
な
が
る
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

答　
東
海
病
院
が
保
有
す

る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
装
置
な

ど
、
高
度
な
医
療
機
器
を

地
域
の
医
療
機
関
と
共
同

利
用
。
他
の
医
療
機
関
か

ら
依
頼
さ
れ
る
検
査
数
は

年
々
増
加
。

問　
住
民
の
利
便
性
向
上

の
改
革
と
す
べ
き

答　
窓
口
・
執
務
エ
リ
ア

を
一
体
的
に
行
う

問　
窓
口
改
革
と
オ
フ
ィ

ス
改
革
の
基
本
的
な
考
え

と
今
後
の
進
め
方
は
。

答　
来
庁
者
の
利
便
性
と

職
員
の
働
き
や
す
さ
を
同

時
に
高
め
る
こ
と
を
目
指

す
。
来
年
度
は
行
政
棟
２

階
か
ら
着
手
。
議
会
棟
・

増
築
棟
１
階
、
行
政
棟
４

階
の
整
備
を
順
次
進
め
る
。

し
上
げ
る

こ
と
は
な

い
。

問　
住
民

が
安
心
し

て
住
み
続

け
ら
れ
る

村
を
目
指

す
べ
き
。

東
海
第
二

は
運
転
開

始
か
ら
46

年
経
過
の

問　
東
海
第
二
原
発
は
こ

の
３
年
間
で
10
回
、
さ
ら

に
中
央
制
御
室
で
も
火
災

発
生
。
防
潮
堤
基
礎
部
の

工
事
不
良
な
ど
、
度
重
な

る
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て

い
る
。「
再
稼
働
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
、
立
地
自

老
朽
原
発
。
永
遠
に
稼
働

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

原
発
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
今
か
ら
考
え
て
お

く
べ
き
で
は
。

答　
現
時
点
で
は
仮
定
に

基
づ
い
た
議
論
を
す
る
段

階
に
な
い
。

問　
指
定
管
理
更
新
、
東

海
病
院
の
評
価
は

答　
地
域
医
療
へ
積
極
的

に
貢
献
し
て
い
る

問　
安
心
し
て
住
み
続
け

る
に
は
地
域
医
療
の
充
実

は
不
可
欠
。
東
海
病
院
は

そ
の
中
核
を
な
す
べ
き
病

院
。
こ
れ
ま
で
の
医
療
体

制
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。
課
題
は
何
か
。

答　
救
急
受
け
入
れ
数
が

年
間
６
５
０
件
な
ど
、
地

域
医
療
へ
積
極
的
に
貢
献
。

介
護
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

し
て
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
訪
問
看
護
事
業

な
ど
を
開
始
。
地
域
に
欠

か
せ
な
い
病
院
と
し
て
役

光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

問題続発、今こそ判断すべき時
再稼働の是非、現時点ではしない

問
答

令
和
８
年
度
は
行
政
棟
３

階
、
１
階
を
整
備
予
定
。

問　
健
常
者
目
線
の
改
革

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
障

が
い
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

は
。

答　
専
門
家
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
の
意

見
を
基
に
最
適
な
整
備
案

を
策
定
し
た
。

治
体
の
長
と
し
て
は
っ
き

り
と
言
う
べ
き
時
に
来
て

い
る
と
考
え
る
が
。

答　
火
災
に
つ
い
て
は
要

請
に
対
す
る
原
電
の
回
答

を
見
極
め
た
い
。
再
稼
働

是
非
は
、
要
件
が
残
っ
て

い
る
の
で
、
現
時
点
で
申

村と県が共に立ち入り調査を実施した
中央制御室の火災現場

地域医療振興協会が指定管理者として運営する東海病院

代

表

質

問
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